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岡
山
県
の
座
学
官
七
十
一

団
体
が
加
盟
す
る
「
岡
山
発

国
際
貢
献
推
進
協
議
会
」
が

五
日
、
発
足
し
た
。
機
動
力

が
あ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府

組
織
）
、
開
発
途
上
国
が
求

め
る
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

つ
企
業
や
団
体
、
知
識
や
教

育
力
を
備
え
る
大
学
、
情

報
を
発
信
す
る
メ
デ
ィ
ア
、

コ
ー
デ
ズ
丁
タ
ー
役
と
な

る
行
政
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力

を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
医
療
、

分
野
で
活
動
創
出

助
昌
皿
人
材
育
成
に
も
期
待

慾
目
、
農
業
、
環
境
な
ど
幅

広
い
分
野
で
新
た
な
国
際
貢

献
活
動
剔
出
が
期
待
さ
れ

る
。
（
１
面
関
連
）

　
県
内
に
は
国
際
医
療
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
岡
山

市
）
を
は
じ
め
、
国
際
貢
献

に
取
り
組
む
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
約
四

十
団
体
も
あ
り
、
地
方
都
市

の
中
で
は
際
立
っ
て
多
い
。

県
も
全
国
唯
一
の
国
際
貢
献

条
例
を
持
ち
、
貢
献
活
動
を

後
押
し
す
る
環
境
は
整
っ
て

連携による幅広い国際貢献活動の推進について

話し合う会員＝岡山国際交流センター

い
る
。
た
だ
、
多
様
化
す
る

現
地
一
〒
ズ
に
、
そ
れ
ぞ
れ

が
個
別
に
対
応
し
て
い
た
の

で
は
、
財
政
面
、
能
力
と
も

限
界
が
あ
っ
た
。

　
協
議
会
の
設
立
に
よ
り
、

互
い
の
得
意
分
野
や
人
材
面

で
協
力
し
あ
う
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
、
災
害
救
援
な

ら
医
療
分
野
で
貢
献
し
た
団

体
か
ら
の
現
地
情
報
に
基
づ

き
、
企
業
な
ど
が
復
旧
に
協

力
し
、
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
農
業
団
体
が
支
援
を
引
き
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継
ぐ
な
ど
、
段
階
に
応
じ
た

継
続
的
な
支
授
か
可
能
に
な

る
。
協
議
会
を
通
じ
て
こ
う

し
た
連
携
が
生
ま
れ
る
可
能

性
が
高
ま
っ
て
く
る
。

　
宮
本
芳
郎
県
農
協
中
央
会

専
務
理
事
は
「
わ
れ
わ
れ
に

は
技
術
は
あ
っ
て
も
、
国
際

貢
献
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
か
っ

た
。
各
種
団
体
と
の
連
携
で
、

農
業
技
術
の
指
導
な
ど
を
進

め
た
い
」
。
加
計
美
也
子
吉

備
国
際
大
学
総
長
は
「
国
際

貢
献
で
き
る
学
生
の
育
成
だ

け
て
な
く
、
海
外
か
ら
の
研

修
生
を
岡
山
県
に
受
け
入
れ

る
こ
と
も
容
易
に
な
る
は

ず
」
と
話
す
。

　
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
苛
波
茂
理
事
長

は
「
協
議
会
を
通
じ
て
、
杵

れ
わ
れ
の
活
動
を
よ
り
実
効

あ
る
も
の
に
す
る
と
と
も

に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
世
界

に
通
用
す
る
人
材
を
育
成
、
・

確
保
す
る
基
盤
に
し
た
い
」

と
強
調
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
松
原
悠
）
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